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1. はじめに 

考えること（思考）の機能、本質は、今までと違う新し

い考えを作ることである。事実も価値も形式論理でない論

理学も変わってきた。これらは、人と事実の関わりの歴史

とともに変化してきた。今までは、対象化を前提にした論

理(学)が進化してきて、その問題点、解決策（一体化との

統一）が明確になった[Taka-44-47] [FIT2020]。本稿は、こ

れらを総括した上で、論理の根本原理を改良する。 

 

2. 思考、論理の機能と構造 
21. 生きることと思考の機能 [FIT2013,16] 

生きることは、感じ,思考し、価値、目的を実現するため

に、認識と行動で世界を変えることである。思考は、観念

の中で、新しい認識像、行動像を作るか、前提となってい

る世界観、価値観、態度、論理,方法を変える。世界観(と

価値観)、論理学(方法)の二つを哲学ととらえる。 

生き方＝（世界観）⇔（潜在意識、態度、感情) ⇔ 思考

の論理学（粒度決定＝抽象化具体化、推論） 

22. 思考、論理の構造 [FIT2013,16] [Taka-44-47] 

思考は、1) 変更の対象である関係命題 、またはそれが

表現する矛盾(運動)モデルの確定のための抽象化、2) その

変更のための推論(後述)、または矛盾の解、3) 推論結果の

具体化からなる。（「関係命題－推論」と「矛盾－矛盾の正

反合の解」は同じである。矛盾の解は演繹、仮説設定につ

いて求めれば十分） 中川徹 2005年の 6箱方式 [中川Naka-

2019]は、本来、思考の論理であると理解する。中川は、こ

の思考の構造を世界で最初に明示的に明らかにした。私は

FIT2014 以降、箱の状態を過程に代えて述べている。 

この抽象化は、事実をどのよう（な価値）においてとら

えるかという世界観に依存する。これら抽象化、推論、具

体化が、思考（根源的網羅思考）を構成する。 
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図 2.1 論理の構造 

 

3. 論理の全体原理 

論理は、細かな粒度と粗い態度に関する論理と相まって

実現される。前者は、次にまとめられる。まず個々のオブ

ジェクトを操作する細かな粒度の原理がある。 

・オブジェクトについての操作：網羅し直し、粒度変更

（抽象度の変更）。 

・オブジェクトの操作：オブジェクト追加、取り去り、

置き換え。オブジェクト分割、統合。二項を関係させる：

これらの重要な応用；仲介(媒介)、入れ子。 

後者の、最低限の共有すべき原理を網羅する。 

その扱いの基本は、31. 粒度と網羅（注） の原理、32. 

全体（価値と事実、それらに対する哲学と生き方）に行く

べき原理である。31 と 32 は同じことの別表現である。最

後に 33. 間違った負の論理をまとめる。 

 

31. 粒度、網羅の原理 [Taka-44-47,54] 
1) 何事も、全体は何か、全体の機能と、構造(要素の関

係)は何か、要素は何かという三つの網羅がある。 

2). 思考の中核が粒度決定と論理的網羅（注）である。 

どのような粒度と網羅での判断かを明示すると良い。 

今行う網羅によって、今の位置と今より大きい全体が分

かり全体への思考の出発点になる。 

 

注：事実を、ある粒度（抽象化具体化の程度）[FIT2005/1]

で切り取り、思考によって扱う情報がオブジェクトである。 

粒度の本質はオブジェクトの抽象化具体化の程度の決

定で、要素はオブジェクトの空間的時間的範囲と無数の属

性からの属性の特定である。 

適正な粒度は、網羅された中から選ばれ、同時に網羅は

ある粒度で行われる。例：虹の 7 色の中の「青」という粒

度は、色を 7 で網羅した時の青である。 

 

 

オブジェクト操作（1.追加,取り去り,置き換え、分割,統合、2. 関係付け） 

全体原理 

矛盾の解(推論) 抽象化(問題定式化)→矛盾(関係命題)  具体化 
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32. 価値と事実、それらに対する哲学と生き方の全
体原理 

321. 客観的内容  
(1：条件より価値、内容が重要) 

・条件より目的、価値、内容が重要である。例：2020 年、

日本の働き方改革の欠点は、条件改善だけになっている点。 

・空間的時間的,機能(属性)的に、より大きな価値[THPJ 

2015/1]、より正しい真実が優先する。 

・今の価値、今の真実より、より大きな全体の、より良

い価値、より正しい真実は必ずある。 

事実や価値の法則性にも世界観、論理,方法にもより大

きな本質、全体がある。 

(2：過程重視) 

・解より方法、結論より論理が良い。 

・個々の行動より態度が良い。存在やその状態より、関

係（運動）、過程が良い。 

理想を努力の過程だと考えると理想は常に得られしか

も理想の状態に常に近づいている。 

322. 主観的態度：対象化、相対化と一体化 
・事実も、価値も、論理または方法もお互いに関係して

いるので、全体を求めない限り一部も求められない。 

全体の、より大きな価値とより正しい真実を常に求め直

し続ける。 

・より大きな価値とより正しい真実のために、自分を含

む全てのオブジェクトの対象化、相対化とそれらとの一体

化を続ける。 

自己、自組織、自「国」の対象化、相対化、相手を含む

他オブジェクトとの一体化意識、他への敬意が常に同時に

必要である。一体化は全体化への手段である。 

323. 方法 
(方法 1：事実のゼロベースと論理のゼロベース) 

ゼロベースに両立する二つの意味がある。 

・事実のゼロベース：今の事実である現実は、宇宙誕生

以来今までの歴史の網羅的総括である。常識を捨て今をゼ

ロとし現実を細部まで認める。価値(目的)を見直す。 

・論理のゼロベース：論理を考え直し網羅し直す。 

(方法 2：極限を考える) 

・あるオブジェクトの粒度を、1. 極限まで変えてみた

らどうなるか考える。2. その実現の手段を考える。 

・理想の答えがあるとしたらどういう形のものか と考

える。任意の関数が、もし級数の和で求められるとしたら、

どういう形になっているだろうかという工学的発想でテ

ーラー展開などが生まれた。デルタ関数、虚数も生まれた。 

(方法 3：全体と部分の方法原理) 

・問題はなるべくローカルに処理する。 

エネルギーと もの はローカルに処理を完結させる。 

例：難民問題は、難民を出さないように国で対策が完

結。 

・全体と部分の方法原理 

全体に貢献するように部分を解く。最低限、全体の中の

位置を知って解く。問題が解けない場合、 

1．問題を部分に分け部分を解決していく、それに行

き詰ったら別の部分の問題を解く。 

2．より大きな問題としてとらえ直してみる。 

 

33. 負の原理 
誤判断を起こす、あるいは相手を騙す経験則がある。 

これらは今の論理の殆どだと言っていい。 

これらは、対象化と一体化（自由と愛）の統一の生き方

ができればなくなる。 

331. 事実の粒度の間違い： 

特に、例を安易に一般化する、例を証明に使う、部分だ

けを取り出し全体だとする。 

332. 価値の粒度の間違い： 

特に、感情に入り込み易い小さな価値の問題を、大きな

価値と思い込む、思わせる。 

333. 感情,論理,行動のすり替え： 

誹謗中傷、偽善欺瞞など。 

 

４．あとがき 
 時代とともに変わっていく論理学の今の基本原理を整

理した。いつの時代も、論理学、生き方、社会は対応して

いて同じようなものになってきた。これから対象化と一体

化を統合した論理、生き方、社会を作る。 
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